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史軍風が吹っ風が吹っ及ぼ配本の資産をりまし麻生です  

変えよう鎌ケ谷!市民が主役 県政通信 

岩波はつみ 
 

■岩波初美事務所■ 

〒273-0124 鎌ケ谷市中央 1-1-34 前田ビル３F 

電話 047-445-5780  FAX 047-445-5790 

メール kamagaya@iwanamihatsumi.com 

活動ブログ https://iwanamihatsumi.com 

千葉県議会議員 

【火
中
の
栗
を
拾
う
覚
悟
で
鎌
ケ
谷
に
戻
る
】 

 

６
月
の
市
長
選
挙
に
挑
む
決
意
を
記
者
発
表
し
た
。

県
議
を
続
け
た
と
し
て
も
鎌
ケ
谷
市
民
に
大
き
く
貢

献
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
自
身
に
残
さ
れ
た
体
力
気
力

十
分
に
働
け
る
時
間
を
地
元
に
尽
力
し
た
い
。
こ
の
大

事
な
こ
と
は
他
者
に
左
右
さ
れ
ず
一
人
で
決
め
た
。 

 

鎌
ケ
谷
市
財
政
の
ひ
っ
迫
は
緊
急
度
を
増
し
、
市
内

有
数
の
企
業
・
新
京
成
本
社
が
移
転
し
、
日
ハ
ム
球
場

移
転
可
能
性
に
も
備
え
が
必
要
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

運
営
か
ら
柏
市
が
撤
退
す
る
時
期
は
間
も
な
く
来
る
。

火
中
の
栗
を
拾
う
覚
悟
で
緊
張
感
を
持
っ
て
臨
む
。 

 

「材料費高騰で応募者いない」と駅前用地が最低価格で 

公募期間２カ月のみ，応募は１社 
駅前市有地，原価で民間に売却 
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市民参加の協議会もなく、駅直結の公共用地を失う 

新鎌ケ谷駅南口に拡がる県有地は鉄道用地として取得し、後

に鉄道事業が頓挫したことで、県から鎌ケ谷市に活用打診がな

されてきた。結果、2,100 坪は県が公募で民間に売却し、マンシ

ョンと商業施設が建設中。残りの580坪と 170坪は市が購入し、

その後民間に原価で売却し、事業所とテナントビルを予定中。 

 土地を購入した市が自ら使わず民間に売却したことは異例。

３月市議会では「材料費高騰で応募者は一社のみ」と答弁。事

業ビルなら駅直結でなくても支障はない。むしろイベント等広

域から人が集まる公共広場こそ駅前にふさわしい。市民財産の 

現役世代に選ばれる街に必要な子育て支援とは 

母子手帳交付時に保育所予約制度があったら安心！ 

岩波初美（イワナミ ハツミ）経歴 
■1959年（昭和 34 年）山梨県生まれ  

鎌ケ谷 1丁目在住 

■夫・子ども 3人・孫 5 人（岐阜県/大阪府在
住） 

■千葉大学教育学部卒業、千葉工業大学大学
院修士課程修了。 

■大学卒業後、生活協同組合職員 8年、鎌ケ
谷市議会議員４期。NPO 法人役員、会社役員
を経て、アクアライン 800 円提言・実現。千
葉工業大学特別講義講師 11 年間務める。
NPO 法人元気になろう福島理事、鎌ケ谷市
長選挙に３回挑戦。 

■現在 2019 年 4 月より千葉県議会議員、
知的障がい者グループホーム職員、児相と親
子の架け橋千葉の会世話人、児童相談所のあ
り方を考える地方議員懇談会代表、北千葉道
路地下化で街づくりの会顧問 

 

待機児童ゼロだと…確か聞いた

が、予定していたタイミングで保育

園に入所できないという。生活設計

が成り立たない。子育て現役世代に

選んでいただくには保育所提供は

必須。財政緊急事態だからこそ、市

民が本当に必要とする子育て支援

策を当事者たちに選定していただ

き、そこに投資していきたい。 

 

県有地 12.8億円は、３社で競争、31億円で売却済み 

 

 

土地A病院側 土地B交番裏 土地Ｃイオン横

元所有者 千葉県 千葉県 千葉県

面積 2,100坪 580坪 170坪

鑑定価格 12億8千万円 6億5千万円 １億6千万円

坪単価 61万円/坪 112万円/坪 94万円/坪

売却先 民間 鎌ケ谷市 鎌ケ谷市

売却額 31億円 6億5千万円 １億6千万円

再売却先 ↓（148万円/坪） 民間 民間

応募企業数 ３社 1社 1社

最終売却価格 31億円 6億5千万円 １億6千万円

売却条件
自由通路を企業
が造って提供

駅前にふさわしい土地活用。具
体的な市民への利益は未確定

広報かまがや 4/15号表紙写真より 

実現不可能となった交流広場提案 
昨年夏、市民は市長と知事あてにイベン

ト広場設置要望書が提出した。鎌ケ谷市

にしかできない利活用を求めていた。 

安価な売却に見合う市民利益とは何かは未定。駅前という特別

な場所にて市民参加の協議会さえ作らずに、一部の関係者のみ

で決定して契約するという手続きには疑念が生じやすい。 

【実現不可能となった交流広場提案】 

mailto:kamagaya@iwanamihatsumi.com
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